
当院は御池堺町のオフィス街に位置
しているため、患者さまの多くがサラ
リーマンやＯＬの方です。仕事上のス
トレスや不規則な生活からくるさまざ
まな病状の相談に応じ、どんな疾患に
でもできるだけ対応できるよう、生活
習慣病を中心に総合診療科、いわゆる

“なんでも屋”として日々診療を行っています。なかでも糖
尿病の患者さま（境界型糖尿病を含め）には細かい生活指
導や栄養士による栄養指導に力を入れています。
武田病院グループで約 20年間内科医として勤めていた

経験を生かし、さらに詳しい検査や専門的な治療が必要な
場合に、循環器科や消化器科、神経内科などの専門科を紹
介しています。武田病院は、精密検査や入院の依頼にも手
際よく受け入れていただけますし、検査結果やその後の病
状経過など、担当の先生からＦＡＸや手紙で詳しい報告が
あり、安心して患者さまをお願いできます。
患者さまが入院された時は、事前に連絡し、できるだけ

主治医の都合に合わせて病院を訪問します。患者さまを見
舞い、主治医から患者さまの病状の説明を受けますが、懇
切丁寧にしていただいております。たまに、まだ入院中と
思っている患者さまが、いつの間にか退院して、突然当院
を受診されても情報もなく、困惑することがあります。こ
んな時は早めに、その患者さまの退院時期、アフターフォ
ローの注意点など患者さまの情報を教えていただけたらあ
りがたく思います。

京都府立医科大学

 第一内科　教授

     吉　川　敏　一吉　川　敏　一吉　川　敏　一吉　川　敏　一吉　川　敏　一

　胃炎や胃潰瘍にどう
してかかり、繰り返す
のかわからなかったの
ですが、ヘリコバク
ターピロリという細菌

よって引き起こされていた
ことが明らかにされたのは
比較的最近のことです。た
だ、すべてピロリ菌が起因
しているのでなく、ストレ

スなども関係していることも近年わかってきました。大
半の潰瘍が除菌によって再発しないことだけは確かで、
再発予防のためにヘリコバクターピロリを除菌すること
が大切なことは言うまでもありません。
　ピロリ菌はアンモニアを出して胃酸をアルカリ中和し
て胃液から自分を守っていたのですが、胃がん予防のた
め多くの保菌者が除菌をすることから、除菌によって胃
酸が中和されず逆流性食道炎が増えてきたのもトピック
スです。また食生活の欧米化による肥満体も増え、胃の
圧迫による逆流性食道炎（胸やけ）も増えています。こ
れらはＰＰＩ（プロトン・ポンプ・インフィビター）という
強力な酸分泌を抑制する薬剤が効果的なのですが、それを
飲んでいる間は調子がいいのですが、止めると増悪するこ
ともあります。
　ＮＵＤ（非潰瘍性ディスペプシア）という、潰瘍では
ないが胃部不快感を伴う病気があります。酸を抑える薬
剤や消化管運動改善薬、粘膜防御薬などで良くなること
から、胃液をはじめさまざまな原因が関係して起こるの
では、と考えられています。不定愁訴と考えられていた
のは、実は病気であることがわかってきました。以上は消
化器上部疾患です。

　下部疾患としては、潰瘍性大腸炎やクローン病が、
欧米だけでなく日本人にも増えており、難病に指定
されています。クローン病とは絶食が主体的治療で
したが、ごく最近になって抗サイトカイン療法（抗
ＴＮＦα抗体による治療）を行っています。しかし、
炎症や熱発などさまざまな病変のシグナルも抑えて
しまうため、他の感染にかかっても見逃してしまう
こともあり注意が必要です。
　このように消化管の治療法は徐々に移り変わり、
副作用や注意しなければならないことも移り変わっ
ているのが現状です。このため開業医の先生方にも、
絶えずこれらの治療法には効果がある反面、副作用
などデメリットがあることも知っていただいた上で、
患者さまに対するインフォームドコンセントや治療
に当たっていただきたいと思います。
　肝臓（Ｂ、Ｃ型肝炎）に関してはインターフェロ
ンや抗ウイルス薬で徐々に制圧の方向に向っていま
す。抗ウイルス療法ががんの発症にも効果があるこ
とがわかってきました。　
　さらに内視鏡下手術など医療機器の開発に伴って、
開腹手術をしなくても済むようになったのは、消化
器疾患患者にとっては朗報でしょう。

　京都府立医科大学のわれわれの研究室では、潰瘍
性大腸炎で白血球を取り除く療法、抗サイトカイン
療法をはじめ、最近の研究テーマとして活性酸素に
よってがんや成人病が起こることから、予防のため
に活性酸素を抑える食生活の指導などを行っていま
す。抗酸化食品の選択、抗酸化ビタミンの摂取など
がそれです。アルコールが原因でなく脂肪肝から肝
硬変にまで進行する今話題のNASH（非アルコー
ル性脂肪肝炎）はビタミンEをはじめとした抗酸化
剤によって改善することが認められはじめています。
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平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
諸
先
生
か
ら
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
患
者
さ
ま
が
来
院
さ
れ
た
折

に
は
、
外
来
フ
ロ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て

諸
手
続
き
を
は
じ
め
、
各
診
察
室
、
検
査

室
な
ど
へ
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
患
者
さ
ま
が
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ

る
こ
と
な
く
受
診
・
受
検
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
患
者
さ
ま

の
待
ち
時
間
を
短
縮
し
、
ご
負
担
の
軽
減

を
図
る
な
ど
万
全
の
体
制
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
患
者
さ

ま
に
つ
き
ま
し
て
は
、
精
査
加
療
後
、
直

ち
に
紹
介
元
で
あ
る
先
生
方
に
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
す
。

　
ま
た
、
検
査
予
約
セ
ン
タ
ー
は
「
検
査

の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
、

先
生
方
の
ご
要
望
の
検
査
を
「
予
約
セ
ン

タ
ー
」
に
お
電
話
の
上
ご
予
約
を
い
た
だ

き
、
検
査
成
績
の
結
果
を
当
院
の
担
当
医

よ
り
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム

で
す
。
先
生
方
の
検
査
機
関
と
し
て
お
気

軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
こ
こ

に
改
め
て
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
所
定
の
専
門
の
紹
介
状
（
診
療

情
報
提
供
書
）
と
検
査
依
頼
票
を
ご
用
意

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
地
域
医
療
連
携

室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
諸
先
生
方
に
、
よ
り
一
層
「
身
近
で
緊

密
な
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
ご
活

用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
医

療
連
携
の
推
進
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
、

ま
す
ま
す
努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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　24時間診療を心がけて、往
診や時間外でも対応するよう
にしています。患者さまは、生
活習慣病の方が多いのですが、
風邪など体の調子が悪いなと
思ったら、気軽に相談に来られます。院内には、内視鏡検査や
腹部、心臓超音波検査などの設備をそろえていますので、ある
程度の検査はできますが、緊急の肺炎や心筋梗塞など詳しい検
査や入院が必要な時には、総合病院にお願いします。その場
合、患者さまの希望と症状によって、紹介する病院を選ぶよう
にしていますが、どの総合病院も検査結果や入院中の様子、状
態などを報告していただいています。連絡がない場合は、私の
方から必要な情報を得るようにしています。
　子供からお年寄りまで幅広く患者さまを診ていますと、皮膚
疾患や泌尿器など専門外についてよく質問されます。「わかり
ません」と言ってしまえば簡単ですが、少しでも患者さまのお
役に立ちたいという気持ちから、相談に応じています。とりあ
えず初期対応ができるように、が私のモットーであり、かかり
つけ医の役割だと思います。そのために総合病院の講習会、勉
強会など積極的に出席し、最新の情報を患者さまに伝えるよう
にしています。新しい検査方法など診察に反映できますので、
さまざまな科の勉強会を数多く開催されることを期待します。
　さらに言えば、かかりつけ医が患者さまに 24時間対応をす
るように、病院にも医院からの依頼に 24時間対応していただ
けたらと思います。その点、武田病院は、24時間、どんな時
でも受け入れていただけるので、信頼してお願いしています。
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府立医大で抗酸化研究府立医大で抗酸化研究府立医大で抗酸化研究府立医大で抗酸化研究府立医大で抗酸化研究

Ｐ.1  消化器疾患トピックス
　 　 京都府立医科大学　第一内科教授　
　　  吉川敏一

Ｐ.2～3　
　　　康生会　武田病院　消化器センター
　　　所長　竹村俊樹
　　　部長　高橋周史
　　　医長　朴義男

Ｐ.4　診療所便り
　　　しばた医院　院長　柴田安宅
　　　玉垣内科医院　院長　玉垣俊幸
　　　地域医療連携室から
　　　室長　松山則彦
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☆・・・予約診療となっております。
●受付時間（午前診）AM8:30～PM12:30
　　　　　 （夜　診）PM4:30～8:30まで
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消
化
器
セ
ン
タ
ー
で
は
常
勤
医
師
５
名
が
、外

科
や
放
射
線
科
な
ど
関
連
の
診
療
科
と
密
接
な
コ

ン
タ
ク
ト
を
取
り
な
が
ら
、
食
道
・
胃
・
十
二
指

腸
・
小
腸
・
大
腸
・
直
腸
の
全
消
化
管
、
肝
臓
、

胆
・
膵
系
、
腹
膜
な
ど
の
臓
器
の
多
様
な
疾
患
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
度
の
実
績
は
、
上

部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
（
２
７
８
９
件
）、
大
腸

内
視
鏡
検
査
（
７
７
９
件
）、
内
視
鏡
的
胆
膵
管

造
影
検
査
（
１
１
８
件
）、
超
音
波
内
視
鏡
検
査

（
４
７
件
）
で
す
。
潰
瘍
出
血
に
対
す
る
内
視
鏡

的
止
血
術
、
内
視
鏡
的
ポ
リ
ー
プ
切
除
術
、
内
視

鏡
的
乳
頭
切
開
お
よ
び
胆
石
除
去
術
、早
期
胃
が

ん
や
大
腸
が
ん
の
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術
な
ど
内

視
鏡
的
治
療
に
も
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　
各
種
の
画
像
診
断
機

器
に
関
し
て
は
、
３
Ｄ

対
応
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
デ
ジ
タ
ル
画

像
シ
ス
テ
ム
、
同
位
元

素
を
用
い
た
各
種
シ
ン

チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い
っ

た
大
学
病
院
に
匹
敵
す

敏
性
腸
症
候
群
な
ど
で
は
、
し
っ
か
り
し
た
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
よ
り
器
質
的
疾
患
を
確
実
に

除
外
す
る
こ
と
と
、
根
気
強
い
心
療
内
科
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患

に
対
す
る
精
神
的
ケ
ア
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
界
の
流
れ
は
診
療
の
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
化

（
臓
器
別
細
分
化
）
に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
一
歩

間
違
え
れ
ば
、
ご
く
限
ら
れ
た
臓
器
の
疾
患
し
か

診
療
で
き
な
く
な
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
化
器
内
科
医
で
あ
る

以
前
に
一
般
内
科
医
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

日
々
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
病
診
連
携
が
重
要
な

病
診
連
携
が
重
要
な

病
診
連
携
が
重
要
な

病
診
連
携
が
重
要
な

病
診
連
携
が
重
要
な

　
　
　
　
Ｃ
型
肝
炎
診
療

　
　
　
　
Ｃ
型
肝
炎
診
療

　
　
　
　
Ｃ
型
肝
炎
診
療

　
　
　
　
Ｃ
型
肝
炎
診
療

　
　
　
　
Ｃ
型
肝
炎
診
療

　
輸
血
管
理
の
向
上
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
新
規
患
者

の
発
生
は
激
減
し
て
い
ま
す
が
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
の
持
続
感
染
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
は

二
〇
〇
万
人
と
も
三
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
、
結

核
に
次
ぐ
第
二
の
国
民
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

無
症
状
の
う
ち
に
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
・
肝
細

胞
が
ん
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
が
、
ウ
イ
ル

ス
の
駆
除
が
で
き
れ
ば
肝
硬
変
や
肝
細
胞
が
ん
の

発
症
を
確
実
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。
た
と
え

ウ
イ
ル
ス
を
駆
除
で
き
な
い
場
合
で
も
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・

Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
正
常
に
保
つ
こ
と
で
肝
細
胞
が
ん
は
同

じ
く
ら
い
少
な
く
で
き
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
従
来
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
単
独
治
療
で
は

ウ
イ
ル
ス
を
駆
除
で
き
な
か
っ
た
症
例
で
も
、
リ

バ
ビ
リ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
併
用
療
法
で
駆

除
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
し
、
最
近
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
の
長
期
投
与
も
保
険
適
応
に
な
り
Ｃ
型

肝
炎
に
対
す
る
治
療
の
選
択
肢
は
確
実
に
増
え
て

き
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｃ
型
肝
炎
の
診
療
に
お
い
て

病
診
連
携
が
特
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
究
極

の
治
療
目
標
は
肝
細
胞
が
ん
の
発
生
を
抑
止
す
る

こ
と
で
す
が
、
患
者
さ
ま
の
年
齢
や
肝
予
備
能
、

ウ
イ
ル
ス
の
血
清
型
や
ウ
イ
ル
ス
量
か
ら
治
療
方

針
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
治
療
方
針
の
決
定
、
肝

炎
沈
静
化
の
た
め
の
日
常
的
な
治
療
、
計
画
的
な

肝
細
胞
が
ん
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
食
道
・
胃
静

脈
瘤
な
ど
の
合
併
症
の
管
理
な
ど
積
極
的
に

診
療
所
と
病
院
が
連
携
し
役
割
分
担
す
る
こ

と
で
、
よ
り
患
者
さ
ま
に
適
し
た
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
高
い
診
療
が
可
能
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
肝
細
胞
が
ん
に

対
す
る
肝
動
脈
化
学
塞
栓
術
（
Ｔ
Ａ
Ｅ
）、
経

皮
的
エ
タ
ノ
ー
ル
注
入
（
Ｐ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）
や
ラ
ジ

オ
波
治
療
（
Ｒ
Ｆ
Ａ
）、
静
脈
瘤
に
対
す
る
内

視
鏡
的
治
療
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

る
最
新
機
器
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ

関
連
施
設
か
ら
だ
け
で
な
く
近
隣
の
診
療
所
か
ら
の
紹
介

も
多
く
、
開
業
の
先
生
方
に
も
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
京
都
駅
前
の
急
性
期
病
院
で
あ
る
当
院
の
特
徴
は
、
す

べ
て
の
分
野
で
急
性
疾
患
が
多
い
こ
と
で
、
救
急
疾
患
へ

の
迅
速
な
対
応
が
特
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
急
性

腹
症
な
ど
急
を
要
す
る
病
態
に
対
し
て
、
血
液
検
査
の
み

な
ら
ず
、
上
述
の
高
性
能
な
画
像
診
断
が
時
間
を
問
わ
ず

行
え
る
体
制
に
あ
り
、
早
期
診
断
・
早
期
治
療
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

消
化
器
系
の
臓
器
に
は
が
ん
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
が
多
く

発
生
し
ま
す
。
悪
性
疾
患
の
診
療
に
当
た
る
こ
と
が
多
い

の
も
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
急
性
疾
患
と
異

な
り
悪
性
疾
患
の
患
者
さ
ま
と
は
長
い
付
き
合
い
に
な
り
、

精
神
的
な
支
え
が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、ま

す
ま
す
ス
ト
レ
ス
の
増
加
す
る
世
情
を
反
映
し
て
血
液
検

査
や
画
像
検
査
で
異
常
が
現
れ
な
い
機
能
的
疾
患
も
増
加

し
て
い
ま
す
。Non
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　康生会武田病院　
消化器センター　所長

武田病院　消化器センター　診療表武田病院　消化器センター　診療表武田病院　消化器センター　診療表武田病院　消化器センター　診療表武田病院　消化器センター　診療表

　　　康生会武田病院
　　消化器センター　医長
　　　　朴　義男　　　　朴　義男　　　　朴　義男　　　　朴　義男　　　　朴　義男
　　　　ぼく・よしお

1981 年　京都府立医科大学卒業。同年　
同大学第一内科入局。85 年 同大学大学
院修了。医学博士取得。89年 米国ルイジア
ナ州立大学医学センター留学。94年 武田病
院消化器内科勤務。95年 武田病院消化器
内科部長。2000 年より現職。

専門領域：消化器内視鏡診断学および治療
学。京都府立医科大学客員講師。日本消化
器内視鏡学会専門医。日本東洋医学会専門
医。日本消化器病学会専門医。日本内科学
会認定医など

1989年　京都府立医科大学卒業。
同年　同大学付属病院第一内科学教室入局。舞鶴赤十字病院出向
後、93年京都府立医科大学大学院入学。97年　同大学院修了後、
彦根中央病院にて5年間在職。2002年 4月より現職。
日本消化器学会認定医。

　　　　　消化管出血消化管出血消化管出血消化管出血消化管出血

当院では、救急患者が多いため、消化管出血症例も多く、年間当たり
上部消化管出血が 100例以上、下部消化管出血が数 10例あります。こ
のため、オンコール制により 24時間体制で緊急内視鏡検査を行えるよ
うにしています。

なかでも消化性潰瘍出血例が最も多く、
年間数10例あり、その多くは内視鏡的止血
術を要しています。従来（1993年～ 1997
年）は、再出血例や止血不能で緊急手術を
要する例がそれぞれ、18.6%、8.6%もありま
したが、クリップ法その他の内視鏡的止血
術の確立により、1997年以降の再出血例は
3%程度、手術症例は 2%を切っています。
その他にも静脈瘤出血や悪性腫瘍からの

出血にも対応しています。ただし、内科治
療に固執することなく、外科や放射線科医
との連携を緊密に行い、外科的処置や
Intervensionも視野に入れ、症例ごとに最
良の対応が選択できるような体制をとって
います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他その他その他その他その他

　消化管出血以外にも、閉塞性黄疸に対す

る内視鏡的あるいは経皮的な各種減黄術、総胆管
結石に対する内視鏡的切石術、急性胆嚢炎や肝
膿瘍に対する経皮的ドレナージ術、消化管異物に
対する内視鏡的摘除術、その他多くの緊急処置を
随時行っています。これらの処置においても、当
院では常に外科や放射線科医がバックアップ体制
をとってくれているため安心して行うことができ
ます。
　もちろん、急性期疾患のみならず、がんに対す
る内視鏡治療や各種化学療法、潰瘍性大腸炎に対
する白血球除去療法をはじめとする各種治療、経
口摂取不能患者に対するPEG（内視鏡的胃瘻造設
術）等も積極的に行っています。これら以外の治
療も含めて、私たちは常にインフォームドコンセ

ントを重視した対応を心がけています。

　　　　康生会武田病院　
　　　消化器センター　部長

                                             高橋　周史高橋　周史高橋　周史高橋　周史高橋　周史
       たかはし・しゅうじ
1984 年　京都府立医科大学卒業。同年　同大学
第一内科研修医。92 年　舞鶴赤十字病院内科部
長。94年より武田病院消化器内科医長、98年よ
り副部長、2000年より現職。現在、通常の診療
業務に加え、クリティカルパス推進運動、NSTプ
ロジェクト等、医療の質改善のための幅広い活
動を行っている。日本消化器病学会専門医、日本消化器内視鏡学会認
定専門医、日本東洋医学会専門医。

肝細胞がんの発生（矢印）

胃噴門部静脈瘤

食道静脈瘤


